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神
奈
川
工
業
高
校
は
、機
械
科
、建
設
科
、電

気
科
、デ
ザ
イ
ン
科
を
設
置
す
る
、生
徒
数
が

1
0
0
0
人
近
い
工
業
高
校
だ
。
教
育
目
標
に

「
来
た
る
国
際
社
会
・
超
ス
マ
ー
ト
社
会
で
活
躍

で
き
る『
次
世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
』の
育
成
」を

掲
げ
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
そ

の
内
容
を
知
る
う
え
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、教
育

目
標
に
あ
る「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
」だ
。

　

同
校
は
工
業
に
関
す
る
職
種
を
独
自
に
整

理
し
、直
接
も
の
づ
く
り
を
担
当
す
る「
技
能

職
」、設
計
や
工
程
管
理
な
ど
を
行
う
「
技
術

職
」、新
し
い
製
品
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む

「
研
究
・
開
発
職
」の
３
つ
に
分
類（
図
１
）。
技

術
職
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
と
呼
ん
で
い
る
。
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
川
上
悟
史
先

生
は
こ
う
語
る
。

 

「
工
業
高
校
は『
技
能
職
を
育
て
る
学
校
』と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、実
は
技
術
職
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
業
高
校
で
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
就
け
る
技
術
職

が
た
く
さ
ん
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、生
徒
は
そ

の
魅
力
に
気
づ
き
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。現
代

社
会
に
お
い
て
工
業
高
校
が
担
う
役
割
を
問
い

直
し
、生
徒
の
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
」

　

次
世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
に
必
要
な
力
と
し

て
、「
創
造
的
な
問
題
発
見
・
解
決
能
力
」の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、機

械
科
の
宮
城
泰
文
先
生
は
こ
う
語
る
。

 

「
技
術
革
新
が
著
し
い
現
代
、実
習
で
身
に
つ
け

た
知
識
・
ス
キ
ル
だ
け
を
使
っ
て
生
活
の
糧
を
得

る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
多
様
な
状
況

に
順
応
し
、柔
軟
に
問
題
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
工
業
高
校
で
は
、

手
順
を
順
守
し
て
速
く
正
確
に
作
業
す
る
訓

練
だ
け
で
な
く
、成
功
と
失
敗
の
経
験
か
ら
よ

り
良
い
考
え
を
自
ら
導
き
出
す
問
題
解
決
力
を

磨
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

 

「
創
造
的
な
問
題
発
見
・
解
決
能
力
」は
①
理

数
基
礎
力
、②
I
o
T
、ロ
ボ
ッ
ト
、A
I
及
び
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
先
端
技
術
活
用
力
、③
工

業(

工
学)

に
関
す
る
知
識
と
技
術
の
活
用
力
、

④
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
か
ら
成

る
と
定
義
し
、そ
の
育
成
手
段
と
し
て
、工
業
教

育
に
基
づ
い
た「
神
工
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
」を
推

工
業
に
関
す
る
職
種
を
独
自
分
類

技
術
職
の
育
成
に
重
点
を
置
く

創
造
的
な
問
題
発
見
・
解
決
能
力
を

育
成
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
推
進

こんな学校は必読！
□ 社会に開かれた教育課程を実践したい
□ 探究活動に有効な手法を探している
□ 産業界が求める人材の輩出を目指している

創造的な問題発見・解決ができる「次世代テクノロジスト」の育成を目指し、
企業や専門学校等と連携して独自のSTEAM教育を推進する神奈川工業高校。

根底にある問題意識から具体的な実践、生徒の進路意識への影響までをご紹介します。

取材・文／藤崎雅子

図1 神奈川工業高校が考える職種の分類

大学・大学院 工業高校、専修学校 普通高校、職業技術校

技能職
（テクニシャン）

技術職
（テクノロジスト）

研究・開発職
（エンジニア）

組立工
大工
電気工事士 他

現場監督
施工管理技術者
設計士
ＩＴ技術者 他

研究者
建築士
デザイナー 他
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建設科 
教諭・進路ガイダンス
グループサブリーダー
栗山博樹先生

電気科
総括教諭・
進路ガイダンス
グループリーダー
川上悟史先生

機械科
実習指導員
平山健太郎先生

電気科
総括教諭
大島有希先生

機械科
総括教諭
宮城泰文先生

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
）だ
。
そ
の
育
成
に
向
け
、高

校
と
専
門
学
校
等
を
接
続
さ
せ
た
５
ま
た
は
７

年
間
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
設
計
し
、産
学
連
携
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
も
の
で
、単
発
の
出
前

授
業
と
は
一
線
を
画
す（
次
ペ
ー
ジ
図
4
）。

　

最
初
に
始
ま
っ
た
の
は
、次
世
代
I
T
人
材
の

育
成
を
目
指
す「
か
な
が
わ
P-

T
E
C
H

※

コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」だ
。日
本
I
B
M
の
呼
び
か
け
に
同

校
の
電
気
科
と
神
奈
川
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校
が
賛
同
し
、２
０
２
１
年
に
発
足
。
そ
の

後
、横
浜
銀
行
、富
士
通
総
研
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
も

参
画
し
た
。１
学
年
の
必
修
科
目「
工
業
情
報
数

理
」で
企
業
や
専
門
学
校
に
よ
る
講
話
を
3
回

実
施
し
、Ａ
Ｉ
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
。
２

学
年
の
選
択
科
目「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
」で

は
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
提
供
す
る「
A
I
チ
ャ
レ
ン

ジ
」を
活
用
し
て
探
究
学
習
を
展
開
し
、ソ
フ
ト

バ
ン
ク
社
員
な
ど
か
ら
年
数
回
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
な
が
ら
、Ａ
Ｉ
の
活
用
や
課
題
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
。
３
学
年
の「
課
題
研
究
」で
は
、Ａ
Ｉ

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
班
が
参
加
企
業
の
メ
ン
タ

ー
か
ら
助
言
を
も
ら
う
。
さ
ら
に
深
く
Ａ
Ｉ
を
学

び
た
い
生
徒
は
、産
業
技
術
短
期
大
学
校
に
進
学

し
、連
続
性
の
あ
る
教
育
課
程
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。担
当
の
大
島
有
希
先
生
は
こ
う
話
す
。

 

「
企
業
や
専
門
学
校
が
関
わ
る
授
業
を
通
じ
て
、

日
常
で
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術
に
対

す
る
解
像
度
が
上
が
り
、そ
の
幅
広
さ
や
奥
深

さ
を
実
感
す
る
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
教

員
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
取
捨
選
択
や
変
換
さ
れ
る

こ
と
な
く
、生
徒
が
直
接
社
会
か
ら
学
べ
る
こ
と

で
、自
分
で
考
え
、判
断
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
の
経
験
を
基
に
同
校

が
呼
び
か
け
、23
年
、大
規
模
な
建
設
投
資
の

現
場
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
施
工
管
理
技

術
者
の
育
成
の
た
め
、同
校
建
設
科
と
東
京
テ

ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
、清
水
建
設
の
連
携
に
よ
る

「
次
世
代
建
築
リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」を
立
ち
上
げ
た
。
担
当
の
栗
山
博
樹
先
生

は
こ
う
話
す
。

 

「
建
設
業
界
で
は
施
工
管
理
技
術
者
の
不
足

が
加
速
し
て
い
ま
す
。一
方
、本
校
建
設
科
に
入

学
を
希
望
す
る
生
徒
は
、施
工
管
理
と
い
う
仕

事
を
ほ
と
ん
ど
認
知
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

施
工
管
理
技
術
者
を
工
業
高
校
入
学
時
か
ら

目
指
す
た
め
に
、そ
の
魅
力
を
伝
え
、志
す
生
徒

を
一
人
で
も
多
く
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

進
し
て
い
る
（
図
２
）
。
同
校
の
教
育
を

S
T
E
A
M
教
育
化
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
の
大
谷 

忠
教
授
が
提

唱
す
る「
S
T
E
A
M
教
育
の
す
す
め
」に
あ
る

定
義
を
解
釈
し
た
５
項
目
を
設
定（
図
3
）。
次

に
紹
介
す
る
3
つ
の
柱
で
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

1
つ
目
の
柱
は
、社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
を
実
践
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
だ
。
今
年

度
ま
で
に
、同
校
と
企
業
、専
門
学
校
等
に
よ
る

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
３
件
立
ち
上
げ
た
。各
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
が
目
指
す
人
材
の
共
通
点
は
、技
術
職

神奈川県内で最も歴史が古く規模の大きい工業高
校。「来たる国際社会・超スマート社会で活躍できる
『次世代テクノロジスト』の育成」を目指し、産学連携
による３つのコンソーシアム構築、課題研究改革、教
科横断を柱として「神工STEAM教育」を推進。2022
年度より神奈川県立高校指定事業のSTEAM教育
研究推進校。

1911年設立／
機械科・建設科・電気科・デザイン科
生徒数940人（男子747人・女子193人）
進路状況（2024年３月卒業生）
大学73人・短大２人・専門学校等25人・
就職196人・その他８人

企
業
や
専
門
学
校
等
と
連
携
し

社
会
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
学
ぶ

図2 神奈川工業高校のグラデュエーション・ポリシー

図3 神工STEAM教育の要件と、それを満たすための取組

目指す生徒像
来たる国際社会・超スマート社会で活躍できる『次世代テクノロジスト』

１ 理数基礎力（Mathematics）
２ IoT、ロボット、AI及びビッグデータなどの
 先端技術活用力（Science＆Technology）
３ 工業（工学）に関する
 知識と技術の活用力（Art＆Engineering）
４ グローバルコミュニケーション能力（English）

卒業までに身に付けさせたい力
『創造的な問題発見・解決能力』

4つの力を
育成するための
教育課程

「神工STEAM教育」

※P-TECHは、“Pathways in Technology Early College High Schools”の略称。教育行政・学校・企業が連携してIT人材育成に取り組む教育モデルで世界28カ国で実施されている。

コンソーシアム事業

課題研究改革

教科等横断的な学習

要件１ 社会に開かれた教育課程の実践

要件２ 自分自身のwell being（幸福）から
 発展した社会全体のwell beingを考える
要件３ 実装することが重要である

要件４ 探究的な学習と
 創造的な学習を往還させる
要件５ 教科等横断的な学習の実践   
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「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、講
座
を
重
ね
る

ご
と
に
施
工
管
理
技
術
者
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
仕
方
な
く
で
は
な
く
、意
欲
を
も
っ

て
前
向
き
に
進
路
選
択
す
る
者
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
栗
山
先
生
）

　

今
年
度
は
、自
動
車
開
発
に
携
わ
る
技
術
職

の
育
成
を
目
指
し
、同
校
機
械
科
と
日
産
横
浜

自
動
車
大
学
校
、日
産
自
動
車
の
連
携
に
よ
る

「
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
コ
ン
ソ
ー

　

１
学
年
で
は「
わ
く
わ
く
」を
テ
ー
マ
に
建
築

へ
の
興
味
を
刺
激
し
、2
学
年
で
は「
の
び
の
び
」

を
テ
ー
マ
に
施
工
管
理
の
仕
事
を
知
る
と
い
う

目
標
を
設
定
。建
設
現
場
の
見
学
や
施
工
管
理

技
術
者
講
話
、清
水
建
設
の
施
設
見
学
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
施
工
管
理
技
術

者
に
目
標
が
定
ま
っ
た
生
徒
は
、東
京
テ
ク
ニ
カ

ル
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
し
て
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

こ
と
も
で
き
る
。

シ
ア
ム
」を
設
立
し
た
。
高
校
段
階
で
は
生
徒
の

自
動
車
業
界
へ
の
認
知
拡
大
や
興
味
喚
起
を

図
る
べ
く
、自
動
車
の
製
造
工
場
や
開
発
拠
点

の
見
学
、自
動
車
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
の
座
談
会
な
ど

を
実
施
す
る
。

 

「
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
業
界
に
お

い
て
も
人
材
不
足
が
大
き
な
課
題
で
す
。
企
業

や
専
門
学
校
と
連
携
し
、自
動
車
に
興
味
を
も

つ
と
い
う
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
醸
成
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
」（
宮
城
先
生
）

　

今
後
は
デ
ザ
イ
ン
科
を
対
象
と
し
た
新
た
な

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
も
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。

　

神
工
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
２
つ
目
の
柱
は「
課

題
研
究
」の
改
革
だ
。
同
校
の「
課
題
研
究
」で

は
、最
初
に「
自
ら
の
あ
り
た
い
姿
」か
ら
想
起
し
、

社
会
問
題
に
考
え
を
広
げ
て
い
く
、そ
の
な
か
で

の
気
づ
き
や
思
い
を
創
造
的
な
活
動
に
活
か
し

て
い
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、富
士
通
総
研
と
大
阪
工
業
大
学
が
共
同

開
発
し
た
教
育
手
法「R

eB
aLe

」（R
everse 

&
 R
edesign B

ased-Learning

）を
導
入
。

「
え
ら
ぶ
・
ば
ら
す
・
わ
か
る
・
ま
ね
ぶ
・
創
る
」と

い
う
ス
テ
ッ
プ
で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
創
出
を
促

し
て
い
る（
図
5
）。

 

「R
eB
aLe

を
活
用
す
る
こ
と
で
、担
当
教
員

に
よ
る
活
動
の
質
の
差
を
縮
小
で
き
る
の
で
は

と
考
え
ま
し
た
。
普
通
科
の
探
究
活
動
で
も
役

立
つ
手
法
だ
と
思
い
ま
す
」（
川
上
先
生
）

　

R
eB
aLe

で
は
身
近
に
あ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
、サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
ー
ニ
ー
マ
ッ
プ

を
活
用
し
た
仕
組
み
・
機
能
・
特
徴
の
分
解
や
、

マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
へ
の
書
き
出
し
な
ど
を
行
い
、

他
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
の
共
通
要
素
を
探
る
。

そ
こ
で
見
つ
け
た
価
値
を
転
用
し
て
別
の
課
題

と
組
み
合
わ
せ
、新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
仕
組
み
を

考
案
す
る
。例
え
ば「
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
」を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
場
合
、障
害
物
を
検
知
す
る
カ
メ

ラ
の
機
能
を
転
用
し
て
無
人
運
搬
カ
ー
ト
を
考

案
し
た
り
、忙
し
い
生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す

る
と
い
う
価
値
を
ほ
か
の
生
活
課
題
に
転
用
し

て
よ
り
便
利
な
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
発
想
す
る
と

い
う
具
合
だ
。

　

２
学
年
でR

eB
aLe

の
ス
テ
ッ
プ
を
練
習
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、３
学
年
で
は
各
班
が

必
要
に
応
じ
て
研
究
に
活
用
し
て
い
る
。
担
当

の
平
山
健
太
郎
先
生
は
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら

も
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

 

「
ス
テ
ッ
プ
に
沿
っ
て
考
え
て
い
く
と
生
徒
が
思

い
も
よ
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
自
ら
気
づ
く
こ
と

も
あ
り
、そ
の
視
点
や
発
想
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す
。教
員
が
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
を
自
ら
生
み
出
す
可
能
性

を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

神
工
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
３
つ
目
の
柱
は「
教

科
横
断
的
な
学
習
」だ
。「
本
格
的
な
取
組
は
こ

れ
か
ら
だ
が
方
向
性
は
見
え
て
い
る
」と
川
上
先

生
。
目
指
す
の
は
、教
科
横
断
の
授
業
を
行
う

こ
と
で
は
な
く
、普
通
教
科
も
含
め
た
各
教
科

で
育
ん
だ
資
質
・
能
力
を「
課
題
研
究
」で
活
か

す
と
い
う
生
徒
の
頭
の
中
で
の
教
科
横
断
で
あ

る
。
ま
ず
は「
課
題
研
究
」に
お
い
て
普
通
教
科

も
意
識
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

図4 コンソーシアムによる人材育成イメージ（次世代建築リーダー育成コンソーシアムの例）

図5 ReBaLeを活用した課題研究の流れ

教
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学
科
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雑
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す
る
課
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す
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ア
イ
デ
ア
創
出
の
手
法
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導
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し

あ
り
た
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や
社
会
問
題
も
考
え
る
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「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
向
上
」の
３
点

を
指
標
と
し
て
い
る
。23
年
度
は
い
ず
れ
の
項
目

も
約
95
％
で
、全
日
制
全
体
や
専
門
学
科
の
平

均
値
を
上
回
っ
た（
図
6
）。

　

進
路
状
況
に
目
を
向
け
る
と
、昨
年
度
の
卒

業
生
は
約
25
％
が
大
学
進
学
、約
8
％
が
専
門

学
校
等
進
学
、約
64
％
が
就
職
し
て
い
る
。就
職

先
の
企
業
に
は
N
T
T
東
日
本
、清
水
建
設
、

三
菱
電
機
な
ど
日
本
有
数
の
大
企
業
が
並
ぶ
。

そ
の
な
か
で
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト（
技
術
職
）の
育

成
を
目
指
す
同
校
が
注
目
す
る
の
は
、企
業
名

よ
り
職
種
だ
。
大
企
業
の
技
能
職
や
公
務
員
の

仕
事
内
容
は
技
術
職
に
近
く
、そ
れ
を
含
め
る

と
就
職
者
の
約
96
％
は
技
術
職
だ
と
い
う
。

　

進
路
指
導
で
は
、生
徒
が
希
望
す
る
職
種
が

研
究
・
開
発
職
の
場
合
は
大
学
進
学
、技
術
職

や
技
能
職
の
場
合
は
就
職
を
基
本
と
し
て
い
る
。

技
術
職
を
目
指
す
な
ら
工
業
高
校
か
ら
直
接

就
職
す
る
ほ
う
が
家
庭
の
負
担
も
小
さ
く
近

く
と
い
う
。

　

そ
の
先
に
は
、現
在
の
学
科
の
枠
を
越
え
た

教
育
の
実
現
も
見
据
え
て
い
る
。

 

「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
な
ど
を
通
じ
て
仕
事
の
現
場

を
目
の
当
た
り
に
し
、も
は
や
一
分
野
の
知
識
や

ス
キ
ル
だ
け
で
問
題
解
決
で
き
る
時
代
で
は
な

い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
専
門
性
を
複
合

的
に
組
み
合
わ
せ
て
対
応
す
る
人
材
を
育
む
た

め
に
、学
科
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
川
上
先
生
）

　

こ
う
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
方
向
性
に
誤

り
は
な
い
か
、生
徒
の
満
足
度
と
進
路
状
況
で

評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
徒
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、県
が
実
施
す
る

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の「
学
校
に
対
す
る
満
足
」「
社

会
的
・
職
業
的
自
立
に
必
要
な
能
力
の
習
得
」

道
の
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、安
易
に
大
学
進

学
を
選
択
す
る
こ
と
は
推
奨
し
て
い
な
い
。
近

年
、生
徒
の
進
路
意
識
に
変
化
が
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
。

 

「『
こ
の
会
社
・
大
学
に
入
り
た
い
』で
は
な
く

『
こ
の
仕
事
が
や
り
た
い
か
ら
こ
の
会
社
・
大
学

に
入
り
た
い
』と
、よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も

っ
て
進
路
選
択
す
る
生
徒
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

独
自
の
職
種
分
類
を
基
本
に
、仕
事
の
現
場
を

身
近
に
感
じ
る
経
験
を
重
ね
て
い
る
か
ら
こ
そ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
栗
山
先
生
）

　

同
校
は
数
年
前
ま
で
定
員
割
れ
し
て
い
た
。

「
そ
の
理
由
は
何
だ
ろ
う
？
」と
問
い
を
も
ち
、

工
業
高
校
の
魅
力
を
追
求
し
て
き
た
こ
と
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
つ
な
が
っ
た
。
現
在
、全
学

科
で
入
試
倍
率
が
定
員
を
超
え
て
い
る
。

 

「
本
校
の
実
践
が
生
徒
の
希
望
や
期
待
に
合
致

し
て
き
た
、一
つ
の
表
れ
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
10

年
後
も
こ
の
や
り
方
が
通
用
す
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
社
会
の
要
請
に
対
応
し
て
変
革

を
続
け
て
い
き
ま
す
」（
川
上
先
生
）

 

「『
技
術
立
国
日
本
』が
過
去
の
言
葉
に
な
り
つ

つ
あ
る
今
こ
そ
、工
業
高
校
は
日
本
の
産
業
を

担
う
人
材
を
輩
出
す
る
と
い
う
使
命
感
を
も
っ

て
大
胆
な
変
革
を
行
う
時
で
す
。
本
校
は
我
々

の
意
識
か
ら
変
え
よ
う
と
取
り
組
み
、こ
こ
ま
で

に
数
年
か
か
り
ま
し
た
。
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

学
校
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
信
じ
て
、

常
に
時
代
を
見
て
よ
り
良
い
学
校
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」（
宮
城
先
生
）

　

同
校
の
取
組
か
ら
は
、工
業
高
校
の
担
う
役

割
の
重
要
性
と
可
能
性
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
ま
た
、社
会
へ
の
接
続
を
強
く
意
識
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
は
、す
べ
て
の
学
科
の
参

考
に
な
り
そ
う
だ
。

工
業
高
校
と
し
て
の
使
命
感
を
も
ち

社
会
に
合
わ
せ
た
改
革
を
継
続

図6 生徒アンケート結果

社会を意識した学びで、
将来のイメージが具体的に
小さいころからものを作ることに興味があり、情報技術を含
め幅広く学べるところに魅力を感じて電気科に入学しまし
た。今がんばっているのは「課題研究」です。AIを活用して
会議の議事録を作成するシステムをテーマに、既存サービ
スにはない機能を付けられないかと取り組んでいます。AI議
事録をテーマにしたきっかけは、放送部の部長をしていた僕
自身の悩みです。部活内のミーティングで司会進行を行い、
その内容を議事録にまとめて全部員にLINEで情報共有す
る作業を面倒に感じ、AIを使って何かできないだろうか？と考
えました。研究のプロセスでは、企業の方がメンターとして技
術面のアドバイスや社会人としての視点を下さり、とても参
考になっています。また、将来働くイメージが具体的になりま

した。周囲に具体的な目標をもっている
友達が多いのも、早い段階から社会との
つながりを意識して学んでいることが大き
いと思います。
（電気科3年生・伊藤貴史さん）

Interview

生
徒
の
満
足
度
は
95
％
前
後

進
路
選
択
の
動
機
が
具
体
的
に

次世代建築リーダー
育成コンソーシアム
の講座で清水建設
施工物件を見学。

各班の課題研究の
内容にも、企業のメ
ンターからアドバイ
スをもらう。

「AIチャレンジ」の
活動で、P-TECH
参加企業とオンライ
ンでミーティング。

令和５年度実施「魅力と特色ある県立高校づくりについてのアンケート」
（神奈川県教育委員会Webページ）より
※「満足している」「どちらかといえば満足している」の合計

● あなたが通っている学校に満足していますか。

全日制全体 90.4%

専門学科 89.1%

神奈川工業高校 94.4%

全日制全体 88.6%

専門学科 90.3%

神奈川工業高校 95.2%

● 高校生活での「キャリア教育」により、中学生の時よりも
社会的・職業的自立のために必要な能力が身に付いたと
思いますか。

全日制全体 90.3%

専門学科 90.5%

神奈川工業高校 93.2%

● 高校生活において、課題の発見と解決に向けて主体的
に考えたり、発表しあうなどの協働的な学習活動を行うこ
とによって、中学生の時よりも思考力・判断力・表現力を
高めることができたと思いますか。
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